
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                             

                 
 

 

 

 
 
 

 

全国学力・学習状況調査及び市学力調査の結果について【小学校】 
 

 

【概要】 
●正答数の分布は、国語、算数ともにＡ（知識）において正答数の多い層が厚く、Ｂ（活用）においては、幅 
広く分布しており、正答数の少ない層が厚くなっている。 

●平均正答率は、国語は、Ａ（知識）・B（活用）ともに全国平均を上回っているが、算数は、Ａ（知識）・Ｂ（活 
用）ともに、全国平均を下回っている。また、全ての教科で、都平均を下回っている。 

●平均正答率（全国）未満の児童の割合は、国語Ｂ（活用）、算数Ａ（知識）・算数Ｂ（活用）ともに、44％を上 
回っており、不十分な状況が見られる。また、全国に比べ、国語は、Ａ（知識）・Ｂ（活用）ともに全国より 
1.5ポイント以上下回っているものの、算数は、Ａ・Ｂともに 1.5ポイント以上上回っている。 

【各教科の課題】 
《国語》  

 ●「立場を明確にして、質問や意見を書くこと」「二つの情報を比べて、読んで考えたことを書くこと」「分か
ったことや疑問に思ったことを整理し、それらを関係付けながらまとめて書くこと」に課題が見られる。 

《算数》 
●作図に用いられている図形の約束や性質を理解することや、示された情報を基に、それを整理し筋道を立てて考え、
小数倍の長さの求めること、必要な量と残りの量の大小を判断し、その理由を記述することに課題が見られる。 
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【概要】 
○国語において、平成２４年度小学５年生では、全国値 100 を、7.9 ポ
イント下回っていたが、平成２６年度中学１年生では、1.1 ポイント
上回り、２か年で 9.0 ポイント上昇した。 

〇算数において、平成２４年度小学５年生については、全国値 100 を、
11.4 ポイント下回っていたが、平成２６年度中学１年生では、0.2
ポイント下回ったものの、２か年で 10.2 ポイント上昇した。 

【各教科の課題】 
《国語》 

 ●「心情の読み取り」「修飾語の理解」「漢字辞典の使い方」に課題が見 
  られる。 
《算数》 
●「単位間の関係」「２つの数量の関係」「小数の割り算」「商と除数と 
 余りの関係」に課題が見られる。 

現
状
・
課
題 

教科 本市 全国 東京都 

国語Ａ（知識） 75.2 72.9 75.5 

国語Ｂ（活用） 55.6 55.5 57.2 

算数Ａ（知識） 77.1 78.1 79.4 

算数Ｂ（活用） 57.5 58.2 61.2 

 

平均正答率（％） 

教科 本市 全国 東京都 

国語Ａ（知識） 33.2 38.1 32.9 

国語Ｂ（活用） 44.9 46.4 43.0 

算数Ａ（知識） 48.0 44.9 40.9 

算数Ｂ（活用） 48.0 46.4 41.6 
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※縦軸：児童数の割合 横軸：正答数  ※棒グラフ：東久留米市  折れ線グラフ：全国 正答数分布 

【国語】 
 

平成 24 年度 

小学５年生 

 

平成 26 年度 

中学１年生 

【算数】 
 

平成 24 年度 

小学５年生 

 

平成 26 年度 

中学１年生 

 
義務教育の目的は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基礎を培い、

また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことにある。 
本市のおける、この義務教育の目的の学力面での達成状況を明らかにするため、学力調査の結果 

 
に基づき、(1)基礎的な学力の定着状況と、(2)児童・生徒の一人一人の学力の伸びを、市全体及
び学校ごとにまとめ公表する。 
また、この調査結果を、今後の教育活動の一層の改善・充実を図っていくための基礎資料とする。 

 

学力調査結果の公表の考え方 

平成24年度小学5年生と平成26年度中学1年生（同一児童）の本市の

平均点を、それぞれ全国平均を100とした指数に換算し、伸びを比較 

(1)学力の定着状況について（小学６年生） 平成26年度全国学力・学習状況調査（平成26年４月実施）の結果より 

全国平均 

全国平均 全国平均 

全国平均 

平均正答率（全国）未満の児童の割合（％） 

(2)学力の伸びについて 平成26年度市学力調査（平成26年４月実施）の結果より 
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